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私たちの町を守る消防団

ぞ農営甜と酋鋸g?g

心

町消防団員の職業構成

　　　　　汗成n年4月１日現在）

不動産業4人

　　　　農業8人

運輸･通信業5人

町
消
防
団
の
結
成
は

　
　
　
　
　
昭
和
2
3
年

　
壬
生
町
の
消
防
団
は
、
消
防
組
か
ら

昭
和
1
4
年
警
防
団
に
改
称
さ
れ
、
昭
和

2
3
年
消
防
組
織
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
警
防
団
が
解
体
し
て
消
防
団

と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
2
9
年
稲
葉
打
と
、
昭
和
3
0
年
に

は
南
犬
飼
打
と
合
併
し
た
こ
と
に
よ
り

消
防
団
も
統
合
さ
れ
、
2
1
分
団
、
団
員

総
款
5
8
0
人
の
組
織
と
な
り
ま
し
か
。

　
そ
の
後
、
社
会
経
済
の
発
展
向
上
に

伴
い
、
団
の
機
構
改
革
を
段
階
的
に
実

施
、
昭
和
4
5
年
６
月
１
日
に
は
５
町
に

よ
る
常
備
消
防
組
織
と
し
て
、
石
橋
地

心

卸

　
町
消
防
団
の

　
　
　
　
　
主
な
年
間
行
事

　
町
消
防
団
で
は
、
災
害
や
火
災
特
等

に
出
勤
す
る
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
行
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

４
月
　
●
新
団
員
訓
練
（
日
曜
日
）

　
　
　
●
ポ
ン
プ
操
法
大
会
（
日
曜
且

　
　
　
●
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
伴
う

　
　
　
　
訓
練
（
午
後
７
特
５
９
特
）

　
　
　
　
６
日
間

２



区
消
防
組
合
が
設
立
さ
れ
る
と
と
も
に
、

現
体
制
の
消
防
団
と
な
り
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
住
む
町
は

自
‥
分
た
ち
の
手
で
守
る

　
白
分
か
ち
の
往
む
町
は
、
自
分
た
ち

の
于
で
守
る
こ
と
が
江
戸
の
町
火
消
し

以
来
の
伝
統
で
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
、

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
団
は
日
本
だ
け
で
な
く
、

世
界
各
国
に
も
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
仕
事
は
、
火
災
や
風
水
害
、
地
震
等

か
ら
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
守
る
こ

と
で
あ
り
、
ま
た
、
災
害
の
な
い
場
合

-

で
も
、
火
災
予
防
や
警
備
警
戒
活
動
、

機
械
器
具
の
点
検
等
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

　
消
防
団
だ
け
が
消
防
で
な
い
こ
と
は

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
が
、
消

防
に
は
、
こ
の
他
消
防
本
部
、
消
防
署

が
あ
り
ま
す
。
消
防
団
は
、
消
防
署
だ

け
で
は
対
応
の
行
き
届
か
な
い
火
災
や

災
害
及
び
人
命
救
助
救
出
に
出
動
す
る

と
と
も
に
、
火
災
予
防
の
啓
蒙
普
及
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

団
員
の
減
少
と

　
　
　
　
進
む
高
齢
化

壬
生
町
の
現
在
の
消
防
団
は
、
３
分

団
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

１
分
団
は
５
郎
に
分
か
れ
て
お
り
、
士

郎
あ
た
り
の
団
員
数
は
、
1
2
～
1
4
名
で

総
勢
2
0
3
名
で
壬
生
町
全
域
を
守
っ
て
い

ま
す
。
団
員
は
、
ふ
だ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ

自
分
の
仕
事
を
も
っ
て
い
る
地
域
住
民

の
方
々
で
す
。

　
こ
の
消
防
団
を
構
成
す
る
団
員
数
が
、

こ
こ
数
年
減
少
傾
向
に
あ
り
、
団
員
の

平
均
年
齢
（
3
4
・
３
歳
、
平
成
い
１
１
年
４

月
１
日
現
在
）
も
上
昇
、
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
都
市
化
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

化
に
よ
る
連
帯
意
識
の
低
下
や
地
域
に

お
け
る
若
年
層
の
減
少
な
ど
が
主
な
原

町消防団管轄区域図

言⑤言万感言詣七･jjjjニゴ

⑤ﾔ⑤4j
,万

万万万万回j
,,,
llｻﾞ]ﾐ

部 団員定数 区　　域 ｌ

タ

Ｘ

ゝ
Ｊ

ヽ

Ｊ

｜

７

策１部

一一一策２部

14人

12人

北･1ヽ林、安塚一、安塚中火、安塚

　.、ト長田、緑剛一丁目ヽ禄町四

」目、おもちゃのまち、安塚三、

安塚市部、幸町一丁目ヽ令町四万

回

上田

ｙ

ン

ー

ｙ

一

－

部 団員定数 区　　域
第３部 12人

中泉

第４部 12人
助谷、池谷原

第１部 14入 ﾄ馬木、上町、ﾄﾞ町

第５部 14人

ヤnlr北、が'i‘町｢軋六光町南部、

六迦町中火、大笑町北部、ひばり

ケ17、莉陽.、いずみ、落俘、国谷

中火、1肘冷雨|、あけぽの、国谷

本III

第２部 12入 本郷、松原

弟３部 14人
四1部、中昿北原、台梢、ﾄ･坪

第４部 12入
刎I沼、刺京、桐和田

第５部 12人
ｉケ渕、原理、鹿J.ふ 謳r≒/･ぐ､爪こy,jj｀と,じ7づ則有i→心願パ

部 団員定数 区　　域　　|戸口諾

第１部 14人
順町､申皿、ﾄ郷｣､句|、届斌/j蔵万

]一八匪J､束ﾄ台、ﾄ台団地･城

濯

原

⊇

第２部 14人
城東町､今町､栄町､沖通町、ﾄﾚｻｼﾞﾀjﾃﾞﾌﾞﾌ

通町､城内､駅東､県営壬生住宅｀゛琴ﾌﾞづ

第３部 12人

大士第４部 14人

第５部 12人
‾゛好町、旭頁j、星の宮、中塚　牡感応ヅ

囲⑤斗言上サ宍竺回ド訃］

、一

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
も
し
消
防
団
が

　
　
　
　
　
な
か
っ
た
ら
・
：

　
も
し
、
消
防
団
が
な
か
っ
た
ら
、
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
平
成
７
年
１
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
も
、
多
く
の
消
防
団
員
が
被
災
者

の
救
助
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。
壬
生

町
で
も
平
成
２
年
９
月
の
竜
巻
災
害
や

昨
年
８
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
官
等

で
活
躍
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
は
大
か
せ
な

い
存
在
で
あ
る
消
防
団
で
す
が
、
壬
生

町
で
も
消
防
団
員
の
確
保
が
年
々
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
消
防
団
に

　
　
　
　
　
　
参
加
を

　
今
年
度
も
あ
と
３
か
月
余
り
と
な
り
、

団
員
の
任
期
切
れ
に
伴
う
交
替
時
期
が

や
っ
て
来
ま
す
。

　
地
域
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
の
消
防
団
、

地
域
防
災
に
対
す
る
地
域
の
皆
さ
ん
の

理
解
と
協
力
が
も
っ
と
も
大
切
で
す
。

　
今
年
度
も
ま
も
な
く
各
自
治
会
へ
団

員
確
保
の
お
願
い
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
を
守
る
消
防
団
活

動
へ
、
理
解
と
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

７
月
　
●
水
防
訓
練
（
２
年
に
１
言
　
一

　
　
　
●
夏
季
点
検
の
訓
練
（
午
後
ワ
Ａ

　
　
　
　
時
～
９
時
）
　
　
２
日
間
　
　
一

８
月
　
●
夏
季
占
検
及
び
レ
ク
リ
ェ
ー
ー

シ
ョ
ン
（
８
月
１
且

１
１
月
末
●
内
点
検
（
日
曜
号

　
　
　
●
点
検
の
訓
練
（
午
後
７
時
～

　
　
　
　
９
時
）
　
　
２
日
間

　
　
　
●
通
常
点
検
（
‥
１
１
月
2
3
号

１
月
末
●
野
火
焼
き
石
崖
旦

３
月
　
●
消
防
演
習
（
２
年
に
１
回
）

　
こ
の
他
、
各
部
月
２
～
３
回
程
度
、

消
防
車
、
ポ
ン
プ
等
の
点
検
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

３



　
町
消
防
団
（
中
根
幸
男
団
長
、
団
員

2
0
3
名
）
の
通
常
点
検
が
1
1
月
2
3
ロ
、
千

生
小
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
町

内
外
の
消
防
関
係
者
が
見
守
る
中
、
人

員
・
服
装
点
検
、
機
械
器
具
点
検
、
ポ

ン
プ
操
法
の
点
検
、
黒
川
河
川
敷
に
場

所
を
移
し
て
の
放
水
点
検
な
ど
が
団
長

壽
謳
に
備
Ｘ
る

　
　
　
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ
Ｓ

後
も
、
不
慮
の
事
故
や
火
災
が
予
想
さ

れ
る
が
、
町
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
訓
練
を
重
ね
て
ほ
し
い
。
」
と
の

講
評
・
訓
示
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
永
年
勤
読
者
や
消
火
協
力
者

等
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
最
後
に
蘭
学
通

り
呈
生
大
通
り
）
を
分
列
行
進
し
、

点
検
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
Ｅ
万
万
。
表
彰
（
敬
称
略
）

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

○
勤
続
賞
3
0
年
団
長
　
中
根
　
幸
男

○
勤
桔
草
1
5
年
防
具
皆
大
橋
　
公
一

〇
永
年
勤
続
消
防
団
員
夫
人
に
対
す
る
表
彰

団
長
中
根
幸
男
令
夫
人
　
中
根
か
ほ
る

の
指
揮
の
も
と
迅
速
に
行
わ
れ
、
点
検
　
　
栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰

者
の
活
水
町
長
よ
り
［
団
員
の
団
結
で
　
　
○
功
績
章

訓
練
の
成
果
が
十
分
発
揮
で
き
た
。
今
　
　
策
士
分
団
第
２
部
団
目
］
　
改
築
　
光
男

一

一

一一

第
１
分
団
第
２
部
団
員

第
１
分
団
第
３
部
団
員

○
勤
続
章
５
年

第
１
分
団
副
分
団
長

第
１
分
団
第
２
部
団
員

　
　
ク
　
第
４
部
団
員

　
　
ク
　
第
５
部
団
員

第
２
分
団
第
３
部
部
長

　
　
ク
　
第
３
部
班
長

第
３
分
団
第
１
部
団
員

　
　
ク
　
第
２
部
部
長

　
　
々
　
　
第
２
部
団
員

　
　
々
　
第
３
部
部
長

　
　
ク
　
　
第
３
部
班
長

　
　
々
　
第
４
部
部
長

粕
尾

邦
彦

荒
川

平

俗

戸
時
代
志
夫

尾
崎
長
二
郎

渡
辺
　
勝
則

須
藤
　
裕
一

黒
川
　
春
夫

戸
崎
　
哲
成

丸
山
　
典
夫

杉
山
　
　
尚

田
村
　
治
男

中
村
　
正
幸

石
島
　
昌
佳

畠
山
　
　
保

臼
井
　
靖
弘

粂
川
　
雅
樹

策
３
分
団
策
４
部
班
長
　
粂
川
　
公
安

　
　
々
　
策
５
郎
団
員
　
安
生
　
和
志

壬
生
町
長
表
彰

○
功
績
章

策
２
分
団
長
　
　
　
　
　
大
橋
　
公
一

策
１
分
団
策
２
部
団
員
　
改
築
　
光
男

策
１
分
団
策
２
部
団
員
　
粕
尾
　
邦
彦

策
士
分
団
策
３
部
団
員
　
荒
川
　
千
裕

○
勤
続
章
3
0
年

　
（
栃
木
県
消
防
協
会
員
表
彰
と
同
且

○
勤
続
章
1
5
年

　
（
栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
と
同
且

○
勤
続
章
５
年

　
（
栃
本
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰
と
回
言

○
優
良
邦
及
び
努
力
賞
の
郎

　
「
優
良
邦
」

＊
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
邦

　
　
　
　
　
　
　
　
策
２
分
団
第
士
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
策
３
分
団
策
１
郎

＊
小
型
勤
カ
ポ
ン
プ
積
載
車
の
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
策
士
分
団
第
３
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
策
２
分
団
策
５
郎

「
努
力
の
部
１
　
１

＊
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
３
部

＊
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
積
載
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
分
団
第
５
部

感
　
謝
　
状

○
永
年
動
統
消
防
団
員
夫
人

団
長
中
根
幸
男
令
夫
人
　
中
根
か
ほ
る

○
平
成
1
0
年
度
退
団
者

　
　
　
　
　
　
　
　
増
山
士
郎
　
他
5
3
名

○
消
防
器
具
置
場
等
土
地
協
力
者

　
　
　
　
　
七
ツ
石
地
区
　
後
藤
　
　
龍

藤
井
地
区

ク　ク

　
　
　
　
中
泉
地
区

Ｏ
消
防
団
行
事
協
力
者

細
井
　
金
平

板
橋
　
啓
介

元
木
　
幸
夫

中
　
泉
　
寺

陸
上
自
衛
隊
音
楽
隊

○
消
火
協
力
者

　
　
　
　
下
横
町
地
区

　
　
　
　
元
町
地
区

㈱
新
湊
本
店

和
田
　
明
夫

星
川
　
義
雄

４

車椅子2台乗せられる

｢愛あい号｣を

お貸しじこいます

ヽ一

社会福祉協議会が導入した愛あい号

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の
た

び
車
椅
子
２
台
を
搭
載
可
能
な
リ
フ
ト

付
き
移
送
サ
ー
ビ
ス
カ
ー
（
愛
称
　
愛

あ
い
号
）
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
町
内
在
性
で
、
車
椅
子
を
常
時
必
要

と
し
て
い
る
方
に
お
貸
し
し
て
い
ま
す
。

　
対
　
象

・
高
齢
者
で
車
椅
子
の
使
用
者

・
肢
体
不
自
由
な
障
害
者
で
車
椅
子
の

　
使
用
者

　
貸
出
範
囲

・
公
的
機
関
が
主
催
す
る
行
事
へ
の
参
加

・
公
的
施
設
を
利
用
す
る
と
き

・
医
療
機
関
、
福
祉
施
設
に
人
退
院
、

　
人
道
所

・
そ
の
他
会
長
が
特
に
必
要
と
認
め
た
場
合

ヽ
利
用
地
域
の
範
囲

　
原
則
と
し
て
壬
生
町
内

Ｑ
　
経
　
費
　
無
料

　
運
　
転

　
原
則
は
利
用
者
の
家
族
等
。
利
用
者

が
運
転
者
を
手
配
で
き
な
い
と
き
は
、

申
し
出
に
よ
り
町
社
会
福
社
協
議
会
が

協
力
者
を
募
り
運
転
を
依
頼
す
る

　
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
㈹
壬
生
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
�
8
2
－
７
Ｑ
Ｕ
ｑ
）
ｑ
）



吋丿籾釦一豺３ｇ

意識拙宅一睡窓も啓り∧
秘蔵胞鯛�細叙感に

　　堡罷鴎泉駈偏心|

　
４
メ
ー
ト
ル
未
満
の
道
路
は
、
災
害
時
の
避
難
や
通
行
、
日
常
の
生

活
の
上
で
も
安
全
な
道
路
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
町
で
は
、
こ
う
し
た
狭
い
道
路
の
改
善
を
す
る
た
め
、
「
壬
生
町
建
築

行
為
等
に
係
る
道
路
後
退
用
地
の
整
備
要
綱
」
を
制
定
し
、
平
成
1
2
年

上
月
上
日
以
降
の
建
築
確
認
申
請
か
ら
適
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
建
物
を
建
築
す
る
と
き
や
塀
な
ど
を
つ
く
る
と
き
は
、
是
非
ご
協
力
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

お
互
い
に
協
力
し
幅
４

メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
に

　
言
栄
基
準
法
で
は
、
避
難
や
通
行
の

安
全
上
、
敷
地
が
帽
４
メ
ー
ト
ル
以
上

の
道
路
に
接
し
て
い
な
け
れ
ば
建
物
を

言
粂
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
実
に
は
、
幅
４
メ
ー
ト

ル
未
満
の
道
路
は
数
多
く
、
建
物
も
建

ち
並
ん
で
い
て
、
こ
の
よ
う
な
道
路
で

の
建
築
を
認
め
な
い
と
、
社
会
が
混
乱

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

開
法
の
第
4
2
条
第
２
項
で
都
市
計
画
区

域
に
指
定
さ
れ
た
際
に
、
す
で
に
建
物

が
建
ち
並
ん
で
い
る
幅
４
メ
ー
ト
ル
未

満
１
・
８
メ
ー
ト
ル
以
上
の
道
路
で
あ

れ
ば
、
道
路
の
中
心
か
ら
２
メ
ー
ト
ル

後
退
し
た
と
こ
ろ
を
道
路
と
敷
地
の
境

界
と
み
な
し
、
幅
４
メ
ー
ト
ル
の
道
路

と
し
て
建
築
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
片
側
に
が
け
や
川
な
ど
が

あ
り
、
両
側
に
後
退
で
き
な
い
と
き
は
、

片
側
に
４
メ
ー
ト
ル
後
退
し
た
と
こ
ろ

が
、
道
路
と
敷
地
の
境
界
と
見
な
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
後
退
し
た
敷
地
の
部
分
を
道
路

後
退
用
地
と
い
い
、
公
共
用
道
路
敷
地

と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
後
退
用
地
の
な
か
に
塀
や
生
け

垣
等
が
あ
る
場
合
は
取
り
除
い
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
壬
生
町
で
は
せ
っ

心

か
く
後
退
し
た
部
分
を
放
置
し
て
お
く

の
で
は
な
く
、
順
次
整
備
し
将
来
は
帽

最
低
４
メ
ー
ト
ル
の
道
路
に
な
る
よ
う

整
備
要
綱
を
制
定
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
整
備
要
綱
が
適
用
と
な
る
道
路

の
範
囲
は
、
建
築
基
準
法
に
規
定
す
る

４
メ
ー
ト
ル
未
満
の
道
路
で
す
。

塀
を
つ
く
る
と
き
も
後
退
を

　
建
築
俳
誌
申
請
を
伴
わ
な
い
塀
や
生

け
垣
な
ど
を
つ
く
る
と
き
も
後
退
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
予
定
の
あ
る
方
は

栃
木
土
木
事
務
所
建
築
課
（
�
2
3
－
３

７
４
８
）
　
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

ｘ
ｉ
ｏ

Ｖ

税
金
の
取
扱
は
…

　
後
退
し
て
い
た
だ
い
た
部
分
を
道
路

と
し
て
使
用
す
る
旨
の
承
諾
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
い
た
場
合
、
固
定
資
産
税

や
都
市
計
画
税
が
非
課
税
の
対
象
と
な

り
ま
す
。

※
道
路
後
退
用
地
の
整
備
及
び
税
等
、

詳
し
く
は
、
町
都
市
計
画
課
（
�
8
1
－

１
８
５
３
）
　
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

５



状況報告ﾉ
(平成11年９月30目現在)

二予算現額

二上半期入･支鰭

歳入

科目と予算額

収入済額63億850万5千円

　　　　　　　10 20

ヽ一

　町では、皆さんに町の財政状況を正しく理解

しこいただくとともに、納められた税金や国・

県支出金がごのように使われているかを知って

いただくために、「財政状況の公表に関堰る条

例」に基づき、年２回（６月・12月号広報）財

政状況を公表していま可。

　今回は、平成11年度上半期（平成11年４月１

日～９月30日）の収入と支出の状況についてお

知らせしま可。

(収入率57.7％)

30 40 50億

　　　町税

　49億491万5千円

　　　　　　-一一
　　地方交付税

　26億8,473万2千円

　　　町債

　　3憧5,200万円

　　国庫支出金

　6億7,928万8千円

　　県支出金

　5億8,493万9千円

　　　繰越金

　　4億3,569万円

　　　繰入金

　　5,280万5千円

地方消費税交付金

　　　3億円

　　　　-一一一一一一
　　　諸収入

　1億9,147万4千円

使用料及び手数料

　1億5,882万9千円

　　地方譲与税

　　1億5,500万円

自動車取得税交付金

　　1億3,500万円

　　財産収入

　　1,542万8千円

分担金及び負担金

　　9,703万1千円

　地方特例交付金

　　8,000万円

ゴルフ場利用税交付金

　　5,000万円

　利子割交付金

　　4,500万11j

交通安全対策特別交付金

　　1,000万[lj

　　寄附金

　　254万7千円

特別地方消費税交付金

　　100万円

1駄464万9千円

5,420万9千円

5億2,936万7千円

1億9,380万1千円

2,971万円

1億808万9千円

コ

4,869万4千円

4,625万円

254万2千円

4,933万3千円

1億3,920万3千円

2,2記7千円

1,760万8千円

536万7千円

275万円

　　予

=……,T109億

19億6,198万6千円

29億8,259万円

50億 40 30

収入率

577(弧

　予　算　総　額　　　　　　　　671サヨ[

)9億3,567万8千円ﾚﾉ　　。に千足

　　　　　　　　　　　　　　　二

諧支出金

　3千円

災害復旧費

1,237万汗円

予備費

1,872万円

　労働費

2,416万汗円

　　議会費

1億5邱8万6千円

　圧工費

3億1,163万万円1億5,930万5千円

八
農林水産業費

3億9,701万1千円

犬上⊇f 千 　消防費

6億5,258万呼円

／　　皿37石∩ 　　衛生費

9億9,m万4千円｜　　　‐y≡=11;l｣■　　　1　　　　3白15万7千肖二

＼　　Ｗ　　　Ｊ 　　公債費

Ｈ億5,688万汗円＼　　　　　w＼　　/　　　5億5,595万口刊

＼　　　　　　▽　　｜ 　　教育費

1m4,902万7千円犬　　　　　ノ　　　　　　　5億3,619万円
心

　　総務費

Ｕ億8,046万斤円7億7,322万3千円

▽ 　民生費

16億2,553万円7億3,526万2千円

　　土木費

28億5,172万汗円5億6,425万7千円

210　　　　　110　　　　　歳出

　　　　　　　　　　　一　　一一一一

支出済額40億7,169万円（執行率37.2％）
科目と才昇顔

６



　■㎜㎜　　　　　　　■㎜　　　　　　　　　　　　　　　　■㎜㎜■■｜　特別会計執行状況

　　国民健康保険

予算額　25億3,488万8千円

収入済額　10億8,334万1千円

支出済額　9億2,582万7千円

　　公共下水道事業

予算額　　17億71万7千円

収入済額　3億4,010万1千円

支出済額　5億2,368万7千円

(収支の不足額は、・･般会計から運用しました。なお、

公共下水道事業には、都市計画税の一一部が充当され

ています｡)

　　　奨　学　資　金

予算額　　　　179万円

収入済額　　　　179万6千円

支出済額　　　　178万5千円

　　老人保健事業

予算額　30億9,771万1千円

収入済額　12億9,443万5千円

支出済額　12億1,865万4千円

　農業集落排水事業

予算額　8億8,509万9千円

収入済額　　　1,572万5千円

支出済額　1億5,704万6千円

(収支の不足額は、－･般会計から運月jしました｡)

７

平成IL年度上半期jj

町の財政

J税の負担状況

り

　’こ.゛

1人当たり

70,341円

高

　･I●□

1世帯当たり

217,359円

18,875円41,719円　926円　2,935円5,886円

-

、 一

58,324円128,913円　2,863円　9,070円18,189円

|地方債現在高 (平成11年９月末)

　　水　道　事　業
皿　　　皿

予算額　5億181万5千円　予算額4億5,433万1千円

事業収益　3億234万汗円　資本的収入 O円

事業費用1億4､998万5千円　資本的支出1億740万7千円

資本的収支の収入が支出l額に対して不足する額は、損益勘定留

保資金で補てんしました。



自
治
功
労
者
表
彰

町
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
た
た
え
る

受
覚
者
の
方
々
（
敬
称
略
）

　
上
　
段

サ
ン
ー
ズ

　
近
藤
　
順

豊
後
　
古
一

中
田
　
英
幸

橋
本
　
役
夫

阿
久
津
　
守

中
尾
靖
一
朗

佐
藤
　
善
光

佐
藤
　
和
明

　
円
　
内

青
柳
　
と
き

船
越
多
喜
知

清
水
　
佐
吉

山田篠
川村原

　　推
進育夫

　
中
　
段

高
橋
　
ミ
サ

岩
田
　
幸
子

橋
本
　
和
子

加
藤
　
ス
ズ

塩
沢
　
才
ヽ
ヽ

大
橋
理
三
郎

大
貫
　
　
昇

　
（
石
川
サ
土

藤
田
藤
三
郎

塩
沢
　
　
弘

古
田
　
忠
雄

　
下
　
段

大
久
保
証
言

松
本
　
徳
郎

清
水
　
生
一

稲
葉
　
次
庶

清
水
町
長

荒
川
　
誠
一

田
中
　
一
男

粂
川
　
憲
一

百
果
　
　
光

校本和平氏

煎五等双光旭日章を

　　受　章

　
秋
の
叙
勲
で
、
通
町
の
榎
本
和
平
氏

豆
教
育
長
）
が
勲
五
等
双
光
旭
日
章

ゝ W

榎本和平氏

　
永
年
に
わ
た
り
本
町
の
町
政
の
発
展
、

防
災
、
文
化
の
向
上
、
福
祉
の
増
進
等

に
寄
与
さ
れ
た
方
を
は
じ
め
、
行
政
、

産
業
、
教
育
な
ど
の
各
方
面
に
お
い
て

多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、

そ
の
功
績
を
諧
え
る
自
治
功
労
者
表
彰

式
が
‥
目
月
２
日
、
役
場
正
庁
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
特
別
功
労
賞
６
名
、
功
労

賞
2
6
名
、
徳
行
賞
２
名
の
方
々
か
表
彰

さ
れ
、
清
水
町
長
か
ら
表
彰
状
と
記
章

及
び
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

特
別
功
労
賞

荒
川
誠
一
　
　
　
上
稲
葉
1
9
4
番
地

稲
葉
次
雄
　
　
　
中
央
町
1
7
重
2
5
号

粂
川
憲
一
　
　
　
肋
谷
5
9
3
番
地

清
水
生
一
　
　
　
羽
生
田
1
2
3
番
地

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
榎
本
氏
は
、
昭
利
2
2
年
に
壬
生
中
学

校
教
諭
と
し
て
着
任
、
昭
和
5
3
年
か
ら

羽
生
田
小
校
長
、
昭
和
5
7
年
か
ら
石
橋

中
校
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昭
和
6
3
年
か
ら
は
町
教
育
長

を
２
期
８
年
間
務
め
、
4
8
年
間
に
わ
た

り
、
教
育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
、
こ
の

た
び
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

田
中
一
男

松
本
徳
郎

功
労
賞

落
合
２
丁
目
1
4
番
５
号

通
町
５
番
士
号

⑤
８
年
以
上
町
議
会
議
員
の
職
に
あ
っ

た
若
蔵
葉
　
光
　
　
　
壬
生
乙
2
9
7
4
番
地
１

⑤
1
2
年
以
上
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の

職
に
あ
っ
た
若

古
田
忠
雄
　
　
　
本
丸
２
丁
目
1
7
寄
2
6
号

⑤
1
5
年
以
上
福
祉
委
員
の
職
に
あ
っ
た

若青
柳
と
き
　
　
　
緑
町
↓
丁
目
５
番
号
万

岩
田
幸
子
　
　
　
壬
生
Ｔ
ｍ
番
地
７

塩
沢
ナ
ミ
　
　
　
中
央
町
２
番
2
8
号

高
橋
ミ
サ
　
　
　
安
塚
2
1
3
6
番
地
４

藤
田
藤
三
郎
　
　
表
町
９
番
２
号

船
越
多
喜
知
　
　
通
町
８
番
９
号

○
2
0
年
以
上
消
防
団
員
の
職
に
あ
っ
た

⑤本者
20村
　
功
　
　
　
中
央
町
３
番
1
5
号

年
以
上
地
域
改
善
対
策
審
議
会
委

員
の
職
に
あ
っ
た
者

清
水
佐
告
　
　
　
前
立
万
一
番
地

⑤
2
0
年
以
上
国
民
年
金
協
力
委
員
の
職

に
あ
っ
た
者

故
平
井
信
太
郎
至
宝
２
丁
目
８
番
1
7
号

⑤
2
0
年
以
上
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
委

員
の
職
に
あ
っ
た
者

中
尾
靖
一
郎

　
　
　
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
２
丁
目
2
0
番
1
0
号

⑤
町
政
の
振
興
等
に
顕
著
な
業
績
が
あ

り
、
特
に
顕
彰
す
る
こ
と
が
適
当
と
認

-

め
ら
れ
る
者

大
橋
理
三
郎
　
　
藤
＃
1
6
4
7
番
地

塩
沢
　
弘
　
　
　
中
央
町
２
番
2
8
号

○
通
算
に
よ
り
、
消
防
団
員
・
国
民
年

金
協
力
委
員
の
職
に
あ
っ
た
者

大
久
保
証
言
　
　
安
塚
9
3
4
番
地
６

０
通
算
に
よ
り
、
町
議
会
議
員
・
体
育

指
導
員
・
保
護
司
の
職
に
あ
っ
た
者

佐
藤
善
光
　
　
　
壬
生
丁
1
4
9
番
地
1
2

○
通
算
に
よ
り
、
農
業
委
員
・
消
防
団

員
・
交
通
指
導
員
の
職
に
あ
っ
た
者

篠
原
悦
夫
　
　
　
羽
生
田
1
7
4
2
番
地

○
2
0
年
以
上
野
職
員
と
し
て
勤
務
し
、

功
労
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
年
齢
5
0

成
以
上
の
者

阿
久
津
守
　
　
　
上
稲
葉
1
7
9
8
番
地

加
勝
ス
ズ
　
　
　
福
和
田
1
5
7
6
番
地
2
7

佐
藤
和
明
　
　
　
壬
生
乙
3
1
2
2
番
地

田
村
　
賓
　
　
　
駅
東
町
‥
‥
１
１
番
Ｕ
万

中
田
英
幸
　
　
　
安
塚
8
7
5
番
地
4
9

橋
本
和
子
　
　
　
駅
東
町
４
委
3
6
号

橋
本
俊
夫
　
　
　
駅
束
町
１
番
８
－
刑
号

豊
後
言
一
　
　
　
福
和
田
1
5
7
4
番
地
６

山
川
　
進
　
　
　
元
町
１
番
2
9
号

徳
行
賞

⑤
町
に
１
件
1
0
0
万
円
以
上
の
金
品
を
寄

付
し
た
者
。
た
だ
し
受
益
者
の
当
啓
受

益
に
関
す
る
寄
付
を
除
く

肺
ン
し
ス

代
表
取
締
役
社
長
　
池
　
勝
奸

　
　
　
お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
５
丁
目
４
蚕
6
7
号

故
石
川
サ
ト
　
通
野
８
番
1
7
号

８



教
育
功
労
者
を
表
彰

　
　
　
町
教
育
文
化
祭
開
く

　
町
教
育
委
員
会
主
催
に
よ
る
壬
生
町

教
育
文
化
祭
が
ｎ
月
1
9
日
、
中
央
公
民

功労者等に表形状が手渡されました

館
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
教
職
員
を
は
じ
め
Ｐ
Ｔ
Ａ

等
、
関
係
者
1
6
0
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、

松
本
幸
三
教
育
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
、
町
教
育
振
興
の
た
め
永
年
活

動
さ
れ
、
功
労
の
あ
っ
た
方
々
に
表
形

状
が
、
ま
た
、
寄
附
を
さ
れ
た
方
々
及

び
本
町
を
最
後
に
退
職
さ
れ
た
方
々
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
作
新
学
院
大
学
女
子

短
期
大
学
部
教
授
、
加
藤
千
佐
子
氏
に

よ
る
「
生
涯
学
習
社
会
に
お
け
る
家
庭
・

学
校
・
地
域
社
会
の
役
割
」
と
題
し
た

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
（
敬
称
略
）

中川善市さん

　
　
農
林
水
産
大
臣
か
ら

　
　
感
謝
状

　
　
　
　
　
　
安
塚
の
中
川
さ
ん

　
安
塚
の
中
川
善
市
さ
ん
に
こ
の
た
び

農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ

　
社
会
教
育
関
係

野
口
百
合
子
　
国
谷
２
９
４

大
野
　
初
枝
　
壬
生
丁
１
２
３
－
７

　
本
町
教
育
振
興
の
た
め
の
金
品
寄
附

　
者
㈱
オ
ー
シ
マ
　
大
平
町
人
宇
土
与
ｍ

佐
藤
　
徳
一
　
本
丸
２
－
６
－
1
2

お
も
ち
や
博
物
館
で
１
／
3
0
ま
で

　忘れていませんか？無邪気に遊んだ

あの頃を‥。

　おもちゃ博物館では、昭和40年から

最近までのＴＶキャラクター約500点を

集め、１月30[]まで展示しています。

この機会に是非ご覧ください。

回腸

-

ま
し
た
。

　
中
川
さ
ん
は
、
農
林
水
産
省
が
実
施

し
て
い
る
農
業
経
営
統
計
調
査
に
お
い

て
、
永
年
に
わ
た
り
毎
日
の
現
金
の
収

支
、
現
物
の
受
払
い
、
労
働
時
間
、
生

産
費
、
資
材
の
役
人
量
な
ど
の
記
帳
を

続
け
て
い
ま
す
。

　
記
帳
の
結
果
は
、
農
業
所
得
の
増
大
、

農
家
の
生
活
向
上
、
農
業
経
営
の
改
善
、

生
産
出
荷
の
合
理
化
、
価
格
安
定
等
を

図
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
広
く
活

用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

姪
沼
　
根
治
　
下
稲
葉
↓
２
９
３

本
町
を
最
後
に
退
職
さ
れ
た
教
職
員

山
田
　
武
雄
　
落
合
１
－
2
3
－
４

山
名
　
義
廣
　
宇
都
宮
市
犬
塚
町
２
－

　
　
　
　
　
　
1
6

篠
原
　
徳
子
　
藤
＃
１
３
７
０
－
１

小
林
　
悦
子
　
壬
生
甲
３
８
０
３
－
3
6

む
か
し
の
遊
び
お
し
え
て

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

　羽生田小学校（渡部容子校長）の児

童達は、学校でとれた野菜を使った収

穫祭と併せて、おじいちゃん、おばあ

ちゃんを招待レ一かこむかしの遊び

を楽しみました。

第３子以上の児童を養育している方に汁こやか子育て支援金」を交付しています。

詳しくは町福祉課児章福祉係（TEL8ト18mへ
r容ご一片tllS』あつま………;==･

白井陽介ちゃんご兄弟

　　　（安塚３）

加藤梨名ちゃんご兄弟

　　(幸町１丁目)

大島星果ちゃんご兄弟

　　(六美町北部)

山川英里ちゃん姉妹

　　(案下台)

渡部浩太ちゃんご兄弟

　　　(下表町)

９



スポーツ

唾矢

親
子
ペ
ア
２
�

小
学
生
男
子
３
�

２
部
門
で
大
会
新
記
録

　
町
健
康
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

　
今
年
で
８
回
目
を
迎
え
た
町
健
康
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
た

ｎ
月
2
8
日
、
町
総
合
運
動
場
を
発
着
点

と
す
る
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　　菅野勇貴　　　豊田邦洋・敦史親子

（壬生東小6年11分23秒）（安塚三8分17秒）

優勝された左から鈴木さん、

小田垣さん、高橋さん

第16回町民ゴルフ大会

成績

小
学
生
女
子
３
�

中
学
生
男
子
５
�

　　出井健一郎　　　　清水理恵

(壬生中1年18分25秒バ壬生小6年12分59秒)

　
大
会
に
は
、
小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
、

1
3
0
名
が
参
加
、
親
子
ペ
ア
、
小
・
中
学

生
男
女
、
一
般
男
女
の
８
部
門
で
健
脚

を
競
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
大
会
で
、
小
学
生
男
子

３
�
と
親
子
ペ
ア
２
』
部
門
で
、
大
会

新
記
録
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
各
部
門
優
勝
者
は
、

す
。中

学
生
女
子
３
�

次
の
と
お
り
で

　　　-琴郷一一゛　　^゛^　　　　　　∧

　　　　　　　　　　　　　敬

　　　　　　　　　　　　　称

　　清野友理　　　　サ

(壬生中2年12分25秒)

　　倉井昌之

(原宿16分42秒)

総合の部 グロス ネット

優勝

準優勝

３　位

４　位

５　位

６　ｲ立

フ　イ立

８　位

９　位

10位

高橋　正義
豊後　　勝
栃水　正一
松本　廣志
小野崎平弥
水井　正成
高根　政明
星　　幸男
柏崎　一之
清水　英世

80

90

98

79

94

99

99

80

73

90

63.2

63.6

66.8

67.0

67.6

67.8

67.8

68.0

68.2

68.4

女子の部 グロス ネット

優勝

準優勝

３　位

４　ｲ立

５　位

小田垣ﾋﾃﾞ子
天野　優子
鈴本　啓子
浅田ヨネ子
谷田貝文子

95

91

79

104

104

68.6

71.8

76.6

77.6

77.6

男子グロスの部 スコア

優勝

準優勝

３　位

４　ｲ立

５　位

柏崎　一之
鈴木　拓男
相田喜久夫
松本　廣志
高橋　正義

73

77

78

79

80

女子グロスの部 スコア

優勝 鈴木　啓子 79

心

一
般
女
子
３
�

一
般
男
子
３
�
（
4
0
歳
以
上
）
片山しげ子上田明

（北小林11分32秒）（六美町南部13分29秒）

壬
生
選
抜

　
1 9
年
ぶ
り
に
優
勝

郡
民
体
育
祭
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で

優勝した壬生選抜の皆さん

‐
‐
‐
．
東
雲
チ
ー
ム
が
優
勝

‐
‐
‐
第
1
1
回
協
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

‐
‐
‐
　
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催
の
第

‐
‐
1
1
回
協
会
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
1
0
月
2
9
日
、
2
6
チ
ー
ム
が
参
加
し

て
、
町
総
合
運
動
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

優
結
果
は
、

逗

‐ ‐
３

・
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

：位勝勝

次
の
と
お
り
で
す
。

東
雲
チ
ー
ム

国
谷
新
田
チ
ー
ム

城
内
チ
ー
ム

ｌ

ミ

　
第
5
1
回
下
都
賀
郡
民
体
育
祭
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会
で
、
本
町
選
抜
チ
ー
ム

（
落
合
英
行
監
督
）
が
、
1
9
年
ぶ
り
の

優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
町
総
合
運
動
場
に
、
各
町

代
表
８
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、

本
町
選
抜
チ
ー
ム
は
、
国
分
寺
町
・
石

橋
町
チ
ー
ム
を
破
り
、
決
勝
戦
に
前
を

進
め
、
強
豪
大
平
町
チ
ー
ム
と
対
戦
、

シ
ー
ソ
ー
ゲ
ー
ム
の
末
４
対
３
言
取
終

回
劇
的
な
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
を
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
‥
‥
１
１
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
第

1
2
回
下
都
賀
郡
ソ
フ
ト
ボ
ー
ー
ル
選
手
権

大
会
で
も
、
郡
民
と
変
わ
ら
ぬ
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
良
さ
と
粘
り
強
さ
で
決
勝
へ

進
出
、
大
平
町
と
対
戦
し
５
封
土
で
惜

し
く
も
優
勝
は
逃
し
ま
し
た
が
、
町
代

表
と
し
て
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
見
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

↓０



暮
ら
し
に
役
立
つ

情
報

　
あ
な
た
が
自
分
や
家
族
の
病
気
や
け

が
な
ど
に
よ
り
支
払
っ
た
医
療
費
が
あ

る
と
き
は
、
次
の
算
式
に
よ
っ
て
計
算

し
た
全
額
を
医
療
費
控
除
と
し
て
所
得

か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
竹
谷
控
除
額
の
計
算
方
法

一

一

保険全など

で袖てんさ

れる全額

その年中に１

支払った　ー

医療費｜

医療費控除額

=Jla20n万即

一

一

10万円または

所得金額の５％

(どちらか少ない額)

※
保
険
金
な
ど
で
袖
て
ん
さ
れ
る
金
額

　
と
は
、
①
社
会
保
険
な
ど
か
ら
支
給

　
を
受
け
る
療
養
費
、
出
産
育
児
一
時

　
金
な
ど
の
ほ
か
、
②
医
療
費
の
袖
て

　
ん
を
目
的
と
し
て
支
払
を
受
け
る
指

　
害
賠
償
金
や
生
命
保
険
契
約
な
ど
の

　
医
療
保
険
金
、
入
院
費
給
付
金
な
ど

一

　
の
こ
と
で
す
。

　
　
医
療
費
控
除
に
よ
り
軽
減
さ
れ
る

　
税
額
は
、
そ
の
人
に
適
用
さ
れ
る
税

　
率
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

医
療
費
と
は
…

　
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る
医
療
費

と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
を
い
い
ま
す
。

①
次
の
も
の
の
う
ち
、
そ
の
病
状
に
応

　
じ
て
一
般
的
に
支
出
さ
れ
る
水
準
を

　
著
し
く
超
え
な
い
部
分
の
金
額

　
①
医
師
、
歯
科
医
師
に
よ
る
診
療
代
、

　
　
治
療
代

　
②
治
療
、
療
養
の
た
め
の
医
薬
品
の

　
　
購
入
費

　
③
病
院
や
診
療
所
、
老
人
保
健
施
設

　
　
又
は
助
産
所
に
収
容
さ
れ
る
た
め

　
　
の
費
用

　
①
あ
ん
摩
・
マ
ッ
サ
九
ン
・
指
圧
師
、

　
　
は
り
師
、
き
ゅ
う
師
、
柔
道
警
視

　
　
師
な
ど
に
よ
る
施
術
費

　
⑤
保
健
婦
や
看
護
婦
、
准
看
護
婦
、

　
　
特
に
依
頼
し
た
人
に
支
払
っ
た
療

　
　
養
（
在
宅
療
養
を
含
み
ま
す
。
）

　
　
上
の
世
話
の
費
用

　
⑥
助
産
婦
に
よ
る
分
べ
ん
の
介
前
科

②
次
の
よ
う
な
費
用
で
、
診
療
や
治
療

　
な
ど
を
受
け
る
た
め
に
直
接
必
要
な

　
も
の

　
①
通
院
費
用
、
入
院
の
部
屋
代
や
食

　
　
事
代
の
費
用
、
医
療
用
器
具
の
購

　
　
入
代
々
賃
借
料
の
費
用
で
、
通
常

　
　
必
要
な
も
の

　
②
義
手
、
義
足
、
桧
葉
づ
え
、
義
歯

　
　
な
ど
の
購
入
の
費
用

　
③
６
か
月
円
呈
寝
た
き
り
状
態
で
お

　
　
む
つ
の
使
用
が
必
要
で
あ
る
と
医

　
　
師
が
認
め
た
人
の
お
む
つ
代
（
医

　
　
師
が
発
行
し
た
「
お
む
つ
使
用
証

　
　
明
言
」
と
、
そ
の
証
明
書
を
も
ら

　
　
っ
た
日
以
後
に
支
出
し
た
お
む
つ

　
　
代
の
領
収
書
が
必
要
で
す
。
）

　
次
の
よ
う
な
費
用
は
医
療
費
に
な
り

ま
せ
ん

　
①
医
師
等
に
対
す
る
謝
礼

　
②
健
康
診
断
や
美
容
整
形
の
費
用

　
③
疾
病
予
防
や
健
康
増
進
な
ど
の
た

　
　
め
の
医
薬
品
や
健
康
食
品
の
購
入

　
　
費

　
①
親
族
に
支
払
う
療
養
上
の
世
話
の

　
　
費
用

　
③
治
療
を
受
け
る
た
め
に
直
接
必
要

　
　
と
し
な
い
近
視
、
遠
視
の
た
め
の

　
　
メ
ガ
ネ
や
補
聴
器
等
の
購
入
費

　
⑥
通
院
の
た
め
の
自
家
用
事
の
ガ
ソ

　
　
リ
ン
代
、
分
べ
ん
の
た
め
実
家
に

　
　
帰
る
た
め
の
交
通
費

心

ＴＴＴ回　………燃費’ＴＴＴ　戸戸回

診二］言Ｌ蕊に訟

　尹コ百弓願フ･Ｆ顎

　訟訟ぱ謐幽

ここが違う／

国民年金と個人年金

　
国
民
年
金
は
、
国
の
社
会
保
障
制
度

の
ひ
と
つ
で
、
即
成
以
上
6
0
成
未
満
の

す
べ
て
の
人
に
加
入
が
義
稗
づ
け
ら
れ

た
制
度
で
す
。
個
人
が
任
意
で
加
入
し
、

貯
蓄
的
な
性
格
を
も
つ
個
人
年
金
と
は

同
じ
年
金
で
も
性
格
や
役
割
が
異
な
り

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
国
民
年
金
と
個
人
年
金
の

違
い
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

国　民　年　金 個　人　年　金

し　く　み

世代間の助け合いにより公平に

年金を支給する国の社会保障制

度の一つです。

個人が任意に契約し、老後に受

け取る一種の貯蓄です。

運　　営 国 生命保険会社など

保険料 １ケ月　１３,３００円 個人が契約した額

年金の

財　　源

年金額の３分の１を国が負担、

３分の２を保険料とその運用利

息でまかなっています。

加入者の掛金とその運用利息で

まかなっています。

年金額の

引き上げ

物価変動に応じて年金額がスライ

ドするため、年金の価値が保障さ

れます。（完全自動物価スライド制）

契約時の年金額のため、物価が

上昇すると実質価値が下がる傾

向があります。

税控除

納めた保険料は「社会保険料控除］

として全額控除され、受け取る年金

には「公的年金等控除」があります。

納めた保険料は最高５万円までの控

除です。受け取る年全には税の控除

がなく全額課税対象になります。

事務費 全鎖国が負担します。 加入者の掛金でまかないます。
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三千女ﾛﾐの

知恵とﾊﾟﾜｰで／①1

ゆうがお会

う
が
お
会
（
田
辺
和
子
会
長
）
で
す
。

日
頃
、
私
ど
も
の
製
品
を
お
買
い
上
げ

い
た
だ
き
ま
し
て
、
心
よ
り
お
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

　
私
達
は
平
成
９
年
に
菓
子
、
漬
物
、

味
噌
の
製
造
許
可
を
受
け
、
む
ら
づ
く

り
運
動
の
も
と
、
活
動
を
開
始
し
ま
し

た
。
会
員
は
全
て
農
家
の
主
婦
で
構
成

W 「

社公人（No｡3》

㈱県南環境

　青木信行さん

　
創
業
当
初
か
ら
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
、

造
園
だ
け
で
な
く
様
々
な
空
間
の
創
造

と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
目
指
す
会
社
「
県

い南
る環
青焼
米２

信で
行　｀
く今

ん　｀
を最
紹も
介が
しん
まば

すっ
ｏて

　
向
上
心
旺
盛
で
、
入
社
４
年
目
で
設

計
か
ら
現
場
ま
で
幅
広
く
努
め
て
く
れ

　　さ

皆れ

さ　て

んい

はま

　｀す

壬　゜

生

町

が
平

坦

で

肥

沃
で
あ
り
、
多
く
の
野
菜
が
栽
培
で
き

る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

恵
ま
れ
た
大
地
か
ら
採
れ
た
新
鮮
野
菜

を
利
用
し
て
、
お
い
し
い
無
添
加
で
手

作
り
の
加
工
品
を
お
客
様
に
お
届
け
し

た
い
。
そ
れ
が
、
私
達
の
活
動
の
主
旨

で
す
。

　
例
え
ば
「
お
み
そ
」
に
は
、
地
場
産

の
お
米
と
大
豆
に
塩
と
抗
菌
を
加
え
て
、

熟
成
さ
せ
、
お
客
様
に
ご
賞
昧
頂
い
て

る
の
で
、
先
輩
か
ら
「
の
ぶ
ち
や
ん
」

と
か
わ
い
が
ら
れ
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
「
平
成
1
2
年
の
穀
大
の
イ
ペ
ン
ト
で

あ
る
緑
化
フ
ェ
ア
関
連
の
仕
事
を
き
っ

か
け
に
、
緑
・
花
・
エ
ク
ス
テ
リ
ア
に

嫌
で
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し

にお

几

レ

斧　－

－　一一石Ξにｺ
ﾄﾞ

∩

て
い
ま
す
。
又
、
カ
ボ
チ
ャ
も
お
ま
ん

じ
ゅ
う
の
皮
や
、
「
ク
ッ
キ
ー
」
の
香

ば
し
さ
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
漬
物
」
も
、
壬
生
特
産
の
か
ん
ぴ
ょ

う
入
り
漬
物
を
は
じ
め
、
十
種
類
ほ
ど

あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
町
の
加
工
施
設
で
製
品
化
し

て
、
肋
谷
ふ
れ
あ
い
市
や
ふ
く
べ
の
里

直
売
所
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
販
売
、

注
文
販
売
、
役
場
販
売
を
し
て
い
ま
す
。

た
。
休
日
は
愛
車
で
、
県
内
の
公
園
や

レ
ジ
ャ
ー
施
設
に
行
っ
た
り
、
又
連
休

の
時
は
泊
ま
り
掛
け
で
遠
出
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
現
場
に
携
わ
る
者
と
し

て
大
変
興
味
深
く
見
て
い
ま
す
が
、
奥

が
深
く
、
勉
強
不
足
を
痛
感
し
て
い
ま

す
。
来
年
、
わ
ん
ぱ
く
公
園
で
、
自
分

の
夢
と
ア
イ
デ
ア
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ

た
庭
園
を
１
人
で
も
多
く
の
人
に
見
て

ほ
し
い
の
で
、
ひ
た
す
ら
修
行
あ
る
の

み
で
す
。
」
と
青
木
君
。

　
欲
を
言
え
ば
、
も
う
少
し
積
極
的
に

話
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
が
、
心
に

熱
い
も
の
を
持
つ
彼
が
、
そ
れ
を
う
ま

く
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
日
を
期
待

し
て
い
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
紹
介
者
　
駒
場

　
販
売
を
始
め
て
２
年
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
私
達
に
は
夢
が
あ
り
ま
す
。
働
き

や
す
い
加
工
施
設
と
お
店
を
持
つ
こ
と

で
す
。
農
村
女
性
の
持
て
る
知
恵
と
パ

ワ
ー
を
活
か
し
、
ま
ご
こ
ろ
こ
も
る
、

お
ふ
く
ろ
の
昧
の
出
せ
る
お
店
で
す
。

　
お
客
様
が
ホ
ッ
と
し
て
帰
ら
れ
、
又

訪
れ
て
く
だ
さ
る
よ
う
な
お
店
作
り
を

目
標
に
、
製
品
作
り
に
励
み
、
各
種
研

修
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
お
客
様
の
ご
指
導
と
ご

鞭
捷
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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と
っ
こ
お
き
②

フ

川ﾐ矢

J

⑦

個
性
的
な
人
形
に
囲
ま
れ
て

　
　
　
　
前
宿
坪
　
篠
原
智
香
さ
ん

　
以
前
か
ら
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
な
ど
に
興

味
が
あ
っ
た
篠
原
さ
ん
は
、
平
成
８
年

に
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、
ア
メ
リ
カ
ン
ク

ラ
フ
ト
を
勉
強
、
本
物
の
カ
ン
ト
リ
ー

に
感
動
し
て
、
平
成
９
年
に
帰
国
し
ま

し
た
。
ク
ラ
フ
ト
専
門
誌
に
自
作
の
カ

ン
ト
リ
ー
ド
ー
ル
の
写
真
を
送
っ
た
と

こ
ろ
、
と
て
も
好
評
で
、
自
宅
と
小
山

占
に
教
室
を
開
く
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
人
形
は
、
と
て
も
個
性
的
な
物
ば
か

り
で
、
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
や
ク

リ
ス
マ
ス
な
ど
テ
ー
マ
を
決
め
て
作
り

は
じ
め
ま
す
。
上
体
作
る
の
に
２
日
か

か
る
そ
う
で
す
。
布
地
や
小
物
類
は
ア

メ
リ
カ
か
ら
取
り
寄
せ
、
コ
ー
ヒ
ー
で

布
を
染
め
て
か
ら
使
い
ま
す
。
と
て
も

手
間
が
か
か
り
、
デ
ザ
イ
ン
も
全
て
オ

リ
ジ
ナ
ル
な
の
で
、
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り

の
形
に
す
る
の
に
５
～
６
回
作
り
直
す

そ
う
で
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
の
体
験
が

イ
メ
ー
ジ
作
り
に
と
て
も
役
立
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
人
形
は
、
東
京
、
神
戸
、
札
幌
の
デ

パ
ー
ト
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
１

回
に
１
０
０
体
位
作
る
そ
う
で
、
と
て

も
製
作
が
追
い
っ
か
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。

　
自
宅
に
教
室
を
間
い
た
こ
と
で
地
元

に
貢
献
で
き
た
ら
い
い
な
。
と
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

自宅「Swing ・Bee」で

制作中の篠原さん

１

j之肩C
馨
間
際
膠
！
！
Ｆ
　
　
’
ｌ
’
ｌ
ｌ
ｌ
圖

－

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー

文化協会文芸耶選

短
　
　
歌

一

本
枯
の
吹
く
朝
軒
よ
り
は
ず
し
カ
り

み
ち
の
く
の
旅
に
て
買
い
し
風
鈴

壬生小６年

　賀川　明洋

･･

Ｑ
君
が
代
を
歌
い
日
の
丸
の

壬生小１年

　長亜矢佳

老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
秋
空
の
下

　
　
俳
　
　
句

かんらんしや

げ
て

　
和
久
井
　
香

曽
篠
登
志
子
　
　
病
窓
に
ジ
エ
ッ
ト
機
秋
空
切
り
て
ゆ
く

犬
予
言
信
じ
て
み
た
く
な
る
よ
う
な

天
変
人
災
つ
づ
く
こ
の
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粂
川

　
　
　
　
　
つ
わ
ぶ
七
‐
ご

庭
の
辺
の
石
蕗
の
黄
は
色
増
し
て

雨
煙
る
日
に
灯
と
も
す
如
し

正
敏

岩
井
　
茂
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
良
次

散
り
敷
け
る
本
の
実
タ
イ
ヤ
の
下
に
哭
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
粂
川
　
ヤ
ス

勝
昌
の
明
治
の
障
子
張
ら
れ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
田
鶴

侍
だ
さ
れ
し
こ
と
□
に
せ
ず
秋
ざ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
淑
子
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参ちのわだい
夢や理想を持ってさらに活動を

　　　　町婦人会が創立50周年
S･●･･゜-　　　　　・ﾂﾞｿ47琴゛

5が=
=…

……

　
壬
生
町
婦
人
会
（
田
中
ミ
ヨ
会
長
）

が
今
年
創
立
5
0
周
年
を
迎
え
、
1
0
月
2
5

日
に
そ
れ
を
記
念
し
た
式
典
を
盛
大
に

睦地区コミュニティスポーツレクリエー

ション大会で（最前列が久保さん）

手
作
り
神
輿
を
地
元
自
治
会
へ
贈
る

お
も
ち
や
の
ま
ち
の
久
保
さ
ん

行
い
ま
し
た
。

　
式
典
は
物
故
者
へ
の
黙
祷
か
ら
始
ま

り
、
長
年
の
婦
人
会
活
動
で
の
功
労
者

に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
賓
に
町
長
、
町
議
会
議
長
、

教
育
長
等
を
迎
え
、
町
長
が
「
夢
や
理

想
を
祷
っ
て
、
さ
ら
に
活
動
を
展
開
し

て
下
さ
い
。
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
中
央
福
祉
専
門
学
校

講
師
勅
使
川
原
典
世
氏
の
記
念
講
演
や

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
婦
人
会
は
、
日
赤
奉
仕
団
や
交
通
安

全
母
の
公
等
も
兼
ね
て
お
り
、
様
々
な

特
技
を
祷
っ
て
い
た
人
が
加
入
し
て
い

て
、
活
動
面
で
は
事
欠
か
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

　おもちゃのまち２丁目に往む久保奈良男さんは、こ

のばど本人手作りの神輿を、地元おもちゃのまち自治

会へ贈りました。

　久保さんは、以前建築関係の仕事をしていましたが、

現在は現役を引退、自由時間ができたことで今回初め

て神輿作りに挑戦しました。

　神輿は、大人神輿と子供神輿それぞれ一基ずつで、

大人神輿は俸製、子ども神輿は檜製で、完成までに約

］年、費用は材料費等で約80万円かかったそうです。

　譲り受けた自治会では早速、夏祭やレクリエーショ

ン大会で使用、将来はかつぎ手を育てて、神輿会を作

りたいと話しています。

ヽ一

奉
仕
活
動
で
汗
を
流
す

藤
井
農
産
物
直
売
所
の
皆
さ
ん

ふるさと直売所コンテストで最優秀賞

　
壬
生
町
商
工
会
婦
人
部
（
林
光
代
部

長
）
で
は
、
1
0
月
2
8
日
、
東
雲
児
童
公

園
と
公
園
周
辺
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
回
帰
入
部
の
奉
仕
活
動
と
環

境
美
化
運
動
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
の
日
は
前
日

の
大
雨
の
影
響
で
、
突
風
の
吹
き
荒
れ

る
中
会
員
約
2
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
東
雲
児
童
公
園
付
近
が
工
事
中
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
約
１
時
間

に
わ
た
り
空
き
缶
や
吸
い
殼
、
ビ
ニ
ー

ル
等
の
ゴ
ミ
、
雑
草
取
り
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　
藤
井
農
産
物
直
売
所
部
会
（
阿
久
津

勝
部
会
長
）
は
、
こ
の
ほ
ど
宇
都
宮
市

の
マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ
で
聞
か
れ
た
「
ふ

る
さ
と
直
売
所
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
鍛
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
会
場
に
特
設

さ
れ
た
考
訂
の
直
売
所
を
来
場
者
の
モ

ニ
タ
ー
が
投
票
し
、
審
査
委
員
会
が
投

票
結
果
を
考
慮
し
た
上
で
審
査
し
、
考

賞
が
決
ま
る
と
い
う
も
の
で
、
品
揃
え

や
販
売
方
法
、
接
客
マ
ナ
ー
な
ど
が
審

査
基
準
と
な
り
ま
す
。

　
藤
井
農
産
物
直
売
所
は
六
美
訂
の

「
わ
ん
ぱ
く
睦
っ
子
の
森
」
な
ど
、
町

内
４
か
所
で
毎
週
土
曜
日
に
直
売
所
を

聞
い
て
い
ま
す
。
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親
子
で

　
シ
イ
ク
ケ
栽
培
に

　
　
　
　
　
　
挑
戦

ど
れ
が
い
い
か
な
～

大橋愛美さんが壬生町長賞

第14回栃木県珠算競技大会で

　10月3H］、栃木県統合教育センターで開催され

た第14回栃木県珠算競技大会で、中表町算盤館か

ら出場した大橋愛美さん（壬生小６年）が、壬生

町長賞を受賞しました。

　大橋さんは、小学校３年から珠算を始め、現在

章↓組の腕前、将来は段を取りたいと意欲を燃や

しています。

J

　子ども地域活動促進事業（町教育委員会主催）の一環とし

て、「親子でシイタケ栽培」が３回シリーズの内、第２回目と

して、10月23日北研きのこ栽培試験場で行われました。

　参加した親子は、ほだ場を見学した後、ほだ本の浸水作業

を行い、収穫したシイタケを炭火で焼いて食べました。また、

自宅での収穫を楽しみに、収穫し総見だけだ本が家族ごとに

１本ずつプレゼントされ、参加者たちは満足していました。

少
年
剣
士
た
ち
が
熱
戦
を
展
開

　
　
　
第
2
9
回
青
少
年
健
全
育
成
剣
道
錬
成
大
会

　
町
少
年
剣
道
教
室
育
成
会
（
白
石
英

明
会
長
）
主
催
の
第
2
9
回
青
少
年
健
全

育
成
剣
道
錬
成
大
会
が
、
1
0
月
3
1
日
、

壬
生
中
学
校
体
育
館
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
近
隣
市
町
の
剣
道
教
室

町
長
室
を
訪
れ
た
大
橋
さ
ん

　
　
　
　
　
（
左
か
ら
４
番
目
）

ゲーム等で親睦を深める

　　　車塚自治会

の
小
・
中
学
生
約
４
０
０
名
が
参
加
。

町
少
年
剣
道
教
室
の
白
石
会
長
、
三
上

義
市
師
範
の
あ
い
さ
つ
に
引
き
続
き
、

来
賓
の
清
水
町
長
、
川
島
議
長
、
篠
原

教
育
長
等
か
ら
剣
士
た
ち
に
激
励
の
言

葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
試
合
は
、
個
人
戦
６
種
目
、
団
体
戦

２
種
目
が
行
わ
れ
、
日
頃
の
鍛
練
の
成

果
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
大
熱
戦
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

　
成
　
績

個
人
戦
小
学
校
３
年
生
以
下
の
部

　
優
　
勝
　
豊
田
　
敦
史
（
壬
生
剣
）

　
準
優
勝
　
石
渾
　
孝
則
（
青
雲
館
）

小
学
校
４
年
生
の
部

　
優
　
勝
　
町
田
　
智
哉
灰
分
寺
剣
）

　
準
優
勝
　
青
本
　
寿
光
（
絃
武
館
）

小
学
校
５
年
生
の
部

　
優
　
勝
　
渡
辺
　
直
斗
（
岩
舟
剣
）

　
準
優
勝
　
張
替
亜
久
里
（
至
誠
館
）

小
学
校
６
年
生
の
部

　
優
　
勝
　
淳
郎
犬
希
不
出
剣
心
会
）

　
準
優
勝
　
白
石
加
奈
子
（
壬
生
剣
）

中
学
生
女
子
の
部

　
優
　
勝
　
篠
　
多
映
子
（
栃
中
剣
）

　
準
優
勝
　
佐
藤
　
美
奈
（
蔵
志
会
）

中
学
生
男
子
の
部

　
優
　
勝
　
石
崎
　
友
也
（
蔵
志
会
）

　
準
優
勝
　
船
田
　
害
－
　
（
栃
中
剣
）

団
体
戦
小
学
生
の
部

　
優
　
勝
　
壬
生
町
少
年
剣
道
教
室

　
準
優
勝
　
小
山
武
道
館
剣
心
会

中
学
生
の
部

　
優
　
勝
　
蔵
の
街
剣
志
会

　
準
優
勝
　
市
犬
飼
中
学
校
Ａ

　雲一つない秋晴れの中、車屋自治会（大

橋重男会長）では、10月2掴（日）車塚古

墳西側の空き地において、第７回レクレー

ション大会を開催しました。

　これは自治会内の交流や親睦を目的とす

るもので、自治会員の約半分↓30人が参加

しました。

　４つのチームに分け、むかで競争やスプー

ンリレー、二人三脚、玉人れの他、新婚旅

行というゲームなどで楽しみました。

　新婚旅行ゲームは、コース途中に走者に

背を向けた女性が、首に行き先の札を付け

て座り、男性の走者がコース途中において

ある札を拾って、そこに書いてある行き先

の札と同じ行き先の女性を見つけて、一緒

にゴ犬レするゲームです。

　会員たちは1［1中楽しく過ごし優勝チー

ムにはトロフィーが贈られました。
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ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
研
修
を
修
了

し
た
方
又
は
家
庭
介
護
を
し
て
い
る
方

を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
研
修
を
行
い

日　ま

　　す

時　゜

☆
演
題

平
成
1
2
年
１
月
2
9
日
（
古

「
暮
ら
し
に
輝
き
を
広
げ
る
介

護
術
」

ｎ
１
Ｑ
・
・
ｚ
‘
ｃ
ｔ
’
ざ
紐
花
祭
２
０
０
０
ａ

づ
言
⊇
⑤
諸
厘
円
つ
石
摺
』
疆
圖
募
集

　
第
1
7
回
全
国
都
市
緑
化
と
ち
ぎ
フ
ェ
ア

　
谷
ロ
ニ
エ
と
ち
ぎ
緑
花
祭
２
０
０
夕

（
会
期
　
平
成
1
2
年
９
月
９
日
～
1
1
月

５
日
）
で
は
、
み
ぶ
及
び
う
っ
の
み
や

同
会
場
で
実
施
す
る
「
花
と
緑
の
体
験

型
催
事
」
（
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
、
押
し
花
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
等
）

の
講
師
を
募
集
し
ま
す
。
こ
れ
は
花
と

緑
に
関
す
る
技
能
、
技
術
の
あ
る
方
を

講
師
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
体

験
講
座
や
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
等

を
行
う
も
の
で
、
来
場
者
が
こ
の
講
座

等
で
学
ん
だ
知
識
や
作
品
を
持
ち
帰

り
、
暮
ら
し
の
な
か
で
生
か
し
て
も
ら

－㎡ w w － － w w - r ･ 一

に ～ i J

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
申
込
み
は
、
講
師
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
に
添
付
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
平
成
1
2
年
１
月
3
1
口
耳
）

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
同
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

事
務
局
催
事
課
（
�
０
２
８
－
６
２
３

－
３
６
８
４
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
講
師
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は
、
町
役
場
緑
化
フ
ェ
ア
推
進
室
（
�

8
1
－
１
８
５
６
）
に
も
備
え
つ
け
て
あ

り
ま
す
。

－

☆
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
江
戸
川
区
役
所
福
祉
部
福
祉
推
進
課

第
一
さ
わ
や
か
相
談
室
に
勤
務
す
る
か

た
わ
ら
、
在
宅
ケ
ア
研
究
会
事
務
局
長

を
努
め
る
。
１
撒
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
・

介
護
福
祉
士
・
社
会
福
祉
主
事
・
介
護

支
援
専
門
員
等
の
資
格
を
持
つ
。
在
宅

ケ
ア
研
究
会
編
著
書
『
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
を
知
っ
て
い
ま
す
か
１
暮
ら
し
に
輝

き
を
広
げ
る
ヘ
ル
パ
ー
た
ち
』

申
込
み
　
町
民
生
部
介
護
保
険
推
進
室

　
　
　
　
�
8
1
－
１
８
７
６
・
―
（
６

　
　
　
　
　
７
７
へ
　
（
電
話
申
込
可
）

付大　　　●　●
]鋸

ノド

言

１
月
の
納
税
等

　
　
　
　
寄
　
付

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
圓
言

ゆ
う
が
お
会
様
③
　
　
　
　
５
千
円

し
や
ぼ
ん
壬
生
店
様
①
　
　
３
千
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
虻
の
今
様

⑩

壬
生
町
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
　
花
き
生

産
部
会
様
①
　
　
　
　
　
　
３
千
円

示
町
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
径
心
）
１
万
５
７
５
円

壬
生
町
商
工
会
様
⑦
６
千
３
０
５
円

匿
名
低
木
美
佐
恵
様
⑩

㈱
県
南
環
境
様
⑩

１
万
円
　
加
藤
　
直
様
①

５
千
円

５
万
円

２
万
円

1
0
万
円

狽
協
医
科
大
学
病
院
看
護
部
様
⑩
　
５
万
円
　
至
宝
寿
会
福
祉
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
参
加

㈱
サ
ト
ウ
金
型
製
作
所
様
①
　
６
４
９
円
　
者
一
同
様
③
　
４
万
８
千
２
７
５
円

16cnet.o｢.｣p/｀mibu/ホームページアドレス　http://www.t-

う
故
そ

事

く

通
な
交

一警察署からのお知らせー

の事例
　　　　注意しましょう

①信号の切れ目は横断しないこ

　と。

②イエローストップ（黄色信号

　の時は停止）を実施すること。

③自転車の事故が多発している

　ことから自転車も道路交通法

　を厳守し、事故防止に努める

　こと。

レ

歩道

11月 累計 前年比

事故件数 19 252 十55

死　者 ０ ２ ０

負傷者 21 295 十69

丁
子
谷
ニ
＝

　
　
　
－
事
故
の
状
況
・

芥
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